
禅
宗
に
お
け
る
善
と
悪

大
慧
と
道
元
を
中
心
と
し
て

石

井

修

道

駒

澤

大

学

禅
宗
に
お
け
る
善
と
悪
の
問
題
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
る
に
は
、
教
理
的
に
言
っ
て
も
、
た
と
え
ば
、
善
・
悪
・
無
記
の
三
性
説
や
摂

律
儀
戒
・
摂
善
法
戒
・
摂
衆
生
戒
の
三
聚
浄
戒
や
三
時
業
等
の
問
題
が
あ
り
、
個
人
に
し
て
も
、

万
善
同
帰
集

三
巻
・

宗
鏡
録

百

巻
の
永
明
延
寿
等
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
は
、
多
く
の
検
討
課
題
が
あ
ろ
う
。
た
と
え
、
大
慧
と
道
元
の
二
人
に
絞
っ
た
と
し
て

も
、
言
及
す
べ
き
多
く
の
課
題
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
互
い
に
関
連
を
持
た
せ
な
が
ら
三
つ
の
型
を
仮
に
設
定
し
て
問
題
を
進
め
て
い

き
た
い
。
仮
に
設
定
し
た
三
つ
の
型
と
は
、（
Ａ
）
善
悪
莫
思
量
型
。（
Ｂ
）
諸
悪
莫
作
・
衆
善
奉
行
型
。（
Ｃ
）
空
見
・
空
見
批
判
型
で

あ
る
。
発
表
は
三
つ
の
型
に
言
及
し
た
が
、
但
し
、
原
稿
化
に
当
た
っ
て
は
、
紙
数
の
関
係
上
（
Ｃ
）
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
割
愛

１
す
る
。

さ
て
、（
Ａ
）
善
悪
莫
思
量
型
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
理
解
し
易
く
す
る
た
め
に
、（
ａ
）
禅
文
献
に
み
ら
れ
る
主
な
用
例
を
通

し
て
、
禅
宗
の
基
本
的
な
善
と
悪
の
と
ら
え
方
を
見
て
、
特
に
（
ｂ
）
坐
禅
儀
の
問
題
に
限
定
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
（
ａ
）
と
し
て
中
国
の
北
宗
禅
の
文
献
で
あ
る

伽
師
資
記

の
求
那
跋
陀
羅
章
に
次
の
説
が
あ
る
。

禅
宗
に
お
け
る
善
と
悪
（
石
井
修
道
）
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作
仏
せ
ん
と
擬
す
る
者
は
、
先
ず
安
心
を
学
べ
。
心
の
未
だ
安
か
ら
ざ
る
時
は
、
善
す
ら
尚
お
善
に
非
ず
、
何
ぞ
況
や
其
の
悪

を
や
。
心
の
安
静
を
得
る
時
は
、
善
悪
倶
に
無
作
な
り
。（
柳
田
聖
山
訳
注

初
期
の
禅
史
Ⅰ

一
〇
三
頁
。
筑
摩
書
房
）

（
ｂ
）
の
坐
禅
の
境
界
と
も
関
連
す
る
が
、
菩
提
達
摩
の
安
心
説
を
承
け
て
、
安
心
と
は
善
悪
の
意
識
が
倶
に
作
く
こ
と
が
無
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
南
宗
禅
で
も
言
い
、
荷
沢
神
会
（
六
八
四
｜
七
五
八
）
の

南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語

の

次
の
説
は
、（
Ａ
）
型
の
原
型
と
し
て
、
そ
の
後
の
禅
宗
史
に
お
い
て
長
く
継
承
さ
れ
て
い
る
。

知
識
よ
。
一
切
の
善
悪
は
、
総
て
思
量
す
る
こ
と
莫
か
れ
。
心
を
凝
し
て
住
ま
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
亦
た
心
を
将
て
心
を
直
視
す
る

こ
と
を
得
ざ
れ
。
直
視
し
て
住
ま
る
こ
と
に
堕
せ
ば
、
用
う
る
に
中
ら
ず
。
眼
を
も
て
向
下
に
垂
る
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
便
ち
眼
を

も
て
住
ま
る
こ
と
に
堕
せ
ば
、
用
う
る
に
中
ら
ず
。
作
意
し
て
心
を
摂
む
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
亦
た
遠
看
近
看
を
得
ざ
れ
。
皆
な
用

う
る
に
中
ら
ず
。（
維
摩
）
経
に
云
く
、

不
観
は
是
れ
菩
提
な
り
、
憶
念
無
き
が
故
に

。
即
ち
是
れ
自
性
空
寂
の
心
な
り
。

（
胡
適
校

神
会
和
尚
遺
集

二
三
六
頁
）

こ
の
（
Ａ
）
型
が
、
元
来
、
荷
沢
神
会
の
語
と
し
て
も
、
禅
宗
で
は
六
祖
慧
能
（
六
三
八
｜
七
一
三
）
の
語
と
し
て
伝
え
、

曹
渓
大
師

伝

に
、

大
師
、

簡
に
告
げ
て
曰
く
、
若
し
心
要
を
将
い
ん
と
欲
す
る
者
は
、
一
切
の
善
悪
は
、
都
て
思
量
す
る
こ
と
莫
か
れ
。
心

体
湛
寂
と
し
て
、
応
用
自
在
な
り

（
石
井
修
道

曹
渓
大
師
伝

九
八
頁
。

駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要

四
六
号
、
一
九
八
八
年

三
月
）
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、

景
徳
伝
燈
録

巻
四
の
蒙
山
道
明
章
に
あ
る
六
祖
慧
能
が

善
を
も
思
わ
ず
、
悪
を
も
思

わ
ず
、
正
に
恁

の
時
、
阿
那
箇
か
是
れ
明
上
座
の
本
来
の
面
目

と
言
っ
て
、
道
明
が
当
下
に
大
悟
し
た
と
す
る
話
（
禅
文
化
本
｜
五

六
頁
）
は
、

宗
門
統
要
集

巻
二
（
宋
版
｜
一
〇
丁
右
）
に
も
継
承
さ
れ
、

無
門
関

の
二
三
則
の

不
思
善
悪

の
話
な
ど
と
し
て
、

禅
宗
の
基
本
的
な
主
張
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

禅
宗
に
お
け
る
善
と
悪
（
石
井
修
道
）
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（
Ａ
）
型
は
そ
の
後
の
百
丈
懐
海
（
七
四
九
｜
八
一
四
）
の

百
丈
広
録

に

善
悪
是
非
、
倶
に
運
用
せ
ざ
れ

（
柳
田
聖
山
主
編

四
家
語
録

巻
三
｜
三
〇
丁
左
。
中
文
出
版
社
）
と
か
、
黄
檗
希
運
の

宛
陵
録

に

善
悪
都
て
思
量
す
る
こ
と
莫
か
れ

（
入
矢
義
高
訳

注

伝
心
法
要

宛
陵
録

一
三
三
頁
。
筑
摩
書
房
）
と
あ
り
、
大
慧
宗

（
一
〇
八
九
｜
一
一
六
三
）
も
ま
た

大
慧
語
録

巻
二
七

大

慧
書

の

汪
内
翰

彦
章

に
答
う

第
一
書

に
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

承

る
に
門
を
杜
じ
て
壁
観
す
と
。
此
の
息
心
は
良
薬
な
り
。
若
し
更
に
故
紙
に

れ
る
な
ら
ば
、
定
ん
で
蔵
識
中
の
無
始
時
来
の

生
死
の
根
苗
を
引
起
し
て
、
善
根
の
難
を
作
し
、
障
道
の
難
を
作
す
こ
と
疑
い
無
し
。
息
心
を
得
ば
、
且
く
息
心
し
已
り
て
、
過
去

の
事
、
或
は
善
或
は
悪
、
或
は
逆
或
は
順
、
都
て
思
量
す
る
こ
と
莫
か
れ
。
現
在
の
事
も
、
省
く
こ
と
を
得
ば
便
ち
省
け
。
一
刀
両

段
し
て
、
遅
疑
す
る
こ
と
を
要
せ
ざ
れ
。
未
来
の
事
も
、
自
然
に
相
続
せ
ざ
ら
ん
。
釈
迦
老
子
云
く
、

心
は
妄
り
に
過
去
の
法
を

取
ら
ず
、
亦
た
未
来
の
事
も
貪
著
せ
ず
、
現
在
に
於
い
て
も
所
住
有
ら
ず
。
三
世
は
悉
く
空
寂
な
り
と
了
達
す

と
。
但
だ
看
よ
、

僧
、
趙
州
に
問
う
、

狗
子
に
還
た
仏
性
有
り
や

。
州
云
く
、

無

。
請
う
、
只
だ
閑
思
量
の
心
を
把
り
て
無
字
の
上
に
回
ら
し
、

試
み
に
思
量
せ
よ
。
忽
然
と
し
て
思
量
の
及
ば
ざ
る
処
に
、
遮
の
一
念
の
破
す
る
こ
と
を
得
ば
、
便
ち
是
れ
三
世
の
処
を
了
達
す
る

な
り
。（
大
正
巻
四
七
｜
九
二
八
ｂ
ｃ
）

と
こ
ろ
が
、
道
元
（
一
二
〇
〇
｜
一
二
五
三
）
に
は
、
十
二
巻
本

三
時
業

の

い
ま
の
よ
に
因
果
を
し
ら
ず
、
業
報
を
あ
き
ら
め

ず
、
三
世
を
し
ら
ず
、
善
悪
を
わ
き
ま
へ
ざ
る
邪
見
の
と
も
が
ら
に
は
群
す
べ
か
ら
ず

（
岩
波
文
庫
本
四
｜
三
〇
一
頁
。
六
十
巻
本＝

修

証
義

も
こ
の
箇
所
は
ほ
ぼ
同
文
）
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、（
Ａ
）（
ａ
）
の
積
極
的
な
肯
定
は
な
く
、

永
平
広
録

巻
七
｜
四

七
二
上
堂
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
中
国
禅
の
否
定
が
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。

上
堂
。
挙
す
。
三
祖
大
師
云
く
、

至
道
無
難
、
唯
嫌

択

と
。
這
箇
を
見
聞
し
て
知
ら
ざ
る
者
は
則
ち
云
く
、

諸
法
善
悪
無
し
、

禅
宗
に
お
け
る
善
と
悪
（
石
井
修
道
）
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一
切
邪
正
無
し
、
但
だ
性
に
任
せ
て
逍
遙
し
、
縁
に
随
っ
て
放
曠
す
。
所
以
に
一
切
の
善
悪
邪
正
、

択
せ
ず
し
て
趣
向
す
る
な

り

と
。
あ
る
い
は
云
く
、

謂
わ
ゆ
る

択
せ
ず
と
い
う
は
、
言
語
を
用
い
て
道
わ
ざ
る
な
り
。
但
だ
円
相
を
打
し
、
払
子
を

起
し
、
一

杖
を
卓
て
、

杖
を
擲
ち
、
一
掌
を
掌
ち
、
一
喝
を
喝
し
、
蒲
団
を
拈
来
し
、
拳
頭
を
拈
来
し
て
対
す
れ
ば
便
ち
得

し

と
。
恁

の
見
解
、
未
だ
凡
夫
の
窟
を
出
で
ず
。
若
し
人
、
永
平
に

作

生
か
是
れ
唯
嫌

択
底
の
道
理

と
問
わ
ば
、
祇

だ
他
に
道
う
べ
し
、

金
翅
鳥
王
は
生
龍
に
あ
ら
ざ
れ
ば
食
せ
ず
、
補
処
の
菩
薩
は
兜
率
に
あ
ら
ざ
れ
ば
生
ぜ
ず

と
。

（
春
秋
社
版
巻
四
｜
五
六
〜
八
頁
）

こ
こ
で
道
元
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た

諸
法
善
悪
無
し
、
一
切
邪
正
無
し
、
但
だ
性
に
任
せ
て
逍
遙
し
、
縁
に
随
っ
て
放
曠
す

の
主

張
は
、

景
徳
伝
燈
録

巻
一
四
龍
潭
崇
信
（
嗣
天
皇
道
悟
）
章
の

一
日
問
曰
、
某
自
到
来
、
不
蒙
指
示
心
要
。
悟
曰
、
自
汝
到
来
、

吾
未

不
指
示
汝
心
要
。
師
曰
、
何
処
指
示
。
悟
曰
、
汝

茶
来
、
吾
為
汝
接
。
汝
行
食
来
、
吾
為
汝
受
。
汝
和
南
時
、
吾
便
低
首
。
何

処
不
指
示
心
要
。
師
低
頭
良
久
。
悟
曰
、
見
則
直
下
便
見
、
擬
思
即
差
。
師
当
下
開
解
。
乃
復
問
、
如
何
保
任
。
悟
曰
、
任
性
逍
遙
、
随

縁
放
曠
。
但
尽
凡
心
、
無
別
勝
解
。
（
禅
文
化
本
｜
二
七
七
頁
）
の
天
皇
道
悟
の
説
で
あ
り
、
最
も
中
国
禅
の
特
徴
を
語
る

平
常
無
事

の
主
張
で
あ
る
。
こ
の
主
張
を
自
然
外
道
説
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
を
嫌
悪
し
た
の
は
、
道
元
の
生
涯
の
眼
目
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
く
、

（
Ｃ
）
の
問
題
と
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

次
に
（
ｂ
）
坐
禅
儀
の
問
題
に
移
る
こ
と
に
し
よ
う
。

禅
宗
の

坐
禅
儀

の
成
立
は
、
天
台
智

（
五
三
八
｜
五
九
七
）
の

天
台
小
止
観

略
明
開
矇
初
学
坐
禅
止
観
法
門

の
影
響
が

最
も
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
そ
の

正
修
行

に
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

端
坐
の
中
に
於
て
、
正
念
も
て
一
切
の
諸
法
、
真
実
の
相
を
思
惟
せ
よ
。
言
う
所
の
一
切
の
諸
法
と
は
、
即
ち
是
れ
心
に
約
し
て
一

禅
宗
に
お
け
る
善
と
悪
（
石
井
修
道
）
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切
の
法
を
明
か
す
な
り
。
一
切
の
善
法
・
不
善
法
・
無
記
法
、
一
切
の
有
漏
煩
悩
の
法
、
一
切
の
三
界
の
有
為
、
生
死
因
果
の
法
の

如
き
、
皆
な
心
に
因
り
て
有
り
。
故
に

十
地
経

に
云
く
、

三
界
に
別
法
無
し
、
唯
だ
是
れ
一
心
の
作
な
り

。
若
し
行
者
、
心

は
無
性
な
り
と
知
ら
ば
、
豈
に
諸
法
の
実
有
ら
ん
や
。（
柏
樹
社
版
四
九
頁
）

ま
た
、

正
修
行

の
六
種
の
縁
の
三
の

坐

を
次
の
よ
う
に
い
う
。

云
何
が
坐
の
中
に
止
を
修
す
と
名
づ
く
る
。
若
し
坐
の
時
に
於
て
は
、
即
ち
当
に
了
知
す
べ
し
、
坐
に
因
る
が
故
に
、
則
ち
一
切
善

悪
等
の
法
有
る
も
、
而
も
一
法
の
得
べ
き
無
し
。
則
ち
妄
念
起
ら
ず
。
是
を
止
を
修
す
と
名
づ
く
。
云
何
が
坐
の
中
に
観
を
修
す
る
。

応
に
是
の
念
を
作
す
べ
し
。
心
の
念
を
作
す
に
因
り
て
、
脚
を
累
ね
て
身
を
安
ん
ず
。
此
れ
に
由
り
て
則
ち
一
切
善
悪
等
の
法
有
り
、

故
に
名
づ
け
て
坐
と
為
す
。
反
り
て
坐
の
心
を
観
ず
る
に
、
相
貌
を
見
ず
。
当
に
知
る
べ
し
、
坐
者
及
び
一
切
法
は
、
畢
竟
空
寂
な

り
と
。
是
を
観
を
修
す
と
名
づ
く
。（
同
｜
六
〇
頁
）

こ
れ
ら
の
説
を
承
け
て
、
北
宗
禅
系
の

伽
師
資
記

の
道
信
章
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

若
し
初
学
に
し
て
坐
禅
せ
ん
時
は
、
一
の
静
処
に
於
て
、
直
に
身
心
を
観
ぜ
よ
。
四
大
・
五
陰
、
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
、
及

び
貪
・
瞋
・
癡
、
若
し
く
は
善
、
若
し
く
は
悪
、
若
し
く
は
怨
、
若
し
く
は
親
、
若
し
く
は
凡
、
若
し
く
は
聖
、
及
び
一
切
の
諸
法

に
至
る
ま
で
、
応
当
に
観
察
す
べ
し
。
本
よ
り
以
来
空
寂
に
し
て
、
生
ぜ
ず
滅
せ
ず
、
平
等
無
二
な
り
、
本
よ
り
以
来
、
所
有
る
も

の
無
く
、
究
竟
じ
て
寂
滅
す
、
本
よ
り
以
来
、
清
浄
に
し
て
解
脱
す
と
。
昼
夜
を
問
わ
ず
、
行
住
坐
臥
に
、
常
に
此
の
観
を
作
せ
ば
、

即
ち
知
る
、
自
身
は
猶
お
水
中
の
月
の
如
く
、
鏡
中
の
像
の
如
く
、
熱
時
の
炎
の
如
く
、
空
谷
の
響
の
如
く
な
る
こ
と
を
。
若
し
是

を
有
な
り
と
言
わ
ば
、
処
処
の
之
を
求
む
る
も
見
る
可
か
ら
ず
。
若
し
是
を
無
な
り
と
言
わ
ば
、
了
了
と
し
て
恒
に
眼
前
に
在
り
。

諸
仏
の
法
身
も
、
皆
な
亦
た
是
く
の
如
し
。
即
ち
知
る
、
自
身
は
無
量
劫
よ
り
已
来
、
畢
竟
じ
て
未
だ
曽
て
生
ぜ
ず
、
今
よ
り
已
去

禅
宗
に
お
け
る
善
と
悪
（
石
井
修
道
）
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も
、
亦
た
畢
竟
じ
て
人
の
死
す
る
こ
と
無
き
を
。
若
し
能
く
常
に
是
く
の
如
き
の
観
を
作
せ
ば
、
即
ち
是
れ
真
実
の
懺
悔
な
り
。

（
筑
摩
本
二
四
八
〜
九
頁
）

た
だ
、
敦
煌
本

六
祖
壇
経

に
坐
禅
を
定
義
し
て
、

今
ま
汝
に
記
す
、
是
れ
此
の
法
門
の
中
に
は
、
何
を
か
坐
禅
と
名
づ
く
。
此

の
法
門
の
中
に
は
、
一
切
無
礙
な
り
。
外
に
一
切
境
界
上
に
於
て
、
念
起
ら
ざ
る
を
坐
と
為
し
、
内
に
本
性
を
見
て
乱
れ
ざ
る
を
禅
と
為

す

（
石
井
修
道

恵

本

六
祖
壇
経

の
研
究

一
二
七
頁
。

駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集

一
一
号
、
一
九
八
〇
年
一
一
月
）
と
あ
る
が
、

こ
の
定
義
は
荷
沢
神
会
の

菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論

（
胡
適
本
二
八
八
頁
）
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
、
早
く
胡
適
の
指
摘
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
か
も
、
胡
適
は
神
会
を
評
価
し
て

イ
ン
ド
禅
の
壊
滅
者
で
あ
り
、
中
国
禅
の
建
立
者

（
同
四
二
五
頁
）
と
い
い
、
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
小
川
隆
氏
が

荷
沢
神
会
の
人
と
思
想

で

本
来
相
の
無
媒
介
の
是
認

（

禅
学
研
究

六
九
号
、
四
七
頁
、
一

九
九
一
年
二
月
）
と
い
う
よ
う
に
、
修
行
と
し
て
の

坐
禅

の
意
味
を
欠
落
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
禅
宗
の
特
色
で
あ
り
、
宋

代
に
至
っ
て
看
話
禅
が
隆
盛
し
て
も

坐
禅

が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
道
元
が

坐
禅
箴

に
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
総
て

の

坐
禅

に
関
す
る
著
述
類
に
対
し
て
、

か
れ
ら
が
所
集
は
、
た
だ
還
源
返
本
の
様
子
な
り
、
い
た
づ
ら
に
息
慮
凝
寂
の
経
営
な
り

（
岩
波
文
庫
本
一
｜
二
四
二
頁
）
と
い
う
と
こ
ろ
の
も
の
で

２
あ
る
。

大
慧
の
看
話
禅
の
指
導
の
中
に
お
け
る
坐
禅
観
を
、
大
慧
の

坐
禅
儀

は
存
在
し
な
い
の
で
、

大
慧
語
録

巻
一
四
の

秦
国
太

夫
人
請
普
説

で
見
て
み
よ
う
。

秦
国
太
夫
人
）
一
日
、
謙
に
問
う
、

径
山
和
尚
は
尋
常
如
何
が
為
人
す

。
謙
云
く
、

和
尚
只
だ
人
を
し
て
狗
子
無
仏
性
の
話
、

竹

子
の
話
を
看
せ
し
む
の
み
。
只
だ
是
れ
下
語
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
思
量
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
挙
起
の
処
に
会
す
こ
と
を
得

ざ
れ
、
開
口
の
処
に
去
き
て
承
当
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
狗
子
に
還
た
仏
性
有
り
や
。
無
。
只
だ
恁

に
人
に
看
せ
し
む
の
み

。

禅
宗
に
お
け
る
善
と
悪
（
石
井
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渠
（＝

秦
国
太
夫
人
）
遂
て
諦
信
し
、
日
夜
体
究
す
。
毎
常
に
看
経
礼
仏
を
愛
す
。
謙
云
く
、

和
尚
尋
常
道
う
、
此
の
事
を
弁
ぜ

ん
と
要
せ
ば
、
須
く
是
れ
看
経
礼
仏
誦
呪
の
類
を

去
す
べ
し
。
且
く
息
心
参
究
し
て
、
工
夫
間
断
せ
し
む
る
こ
と
莫
か
れ
。
若
し

一
向
ら
看
経
礼
仏
し
、
功
徳
を
希
求
す
る
こ
と
に
執
着
せ
ば
、
便
ち
是
れ
障
道
な
り
。
一
念
相
応
し
了
る
を
候
た
ば
、
依

旧
に
看

経
礼
仏
し
、
乃
至
、
一
香
一
華
一

一
礼
、
種
種
の
作
用
も
、
皆
な
虚
し
く
棄
つ
る
こ
と
無
く
、
尽
く
是
れ
仏
の
妙
用
に
し
て
、
亦

た
是
れ
本
を
把
え
る
修
行
な
り
。
但
だ
相
い
聴
信
し
、
決
し
て
相
い
誤
ら
ざ
れ

。
渠
、
謙
の
言
を
聞
き
て
、
便
ち
一
時
に
放
下
し

て
、
専
専
に
只
だ
是
れ
坐
禅
し
て
、
狗
子
無
仏
性
の
話
を
看
る
の
み
。
聞
く
と
こ
ろ
、
去
冬
、
忽
ち
一
夜
、
睡
中
に
驚
覚
し
、
興
に

乗
じ
て
起
ち
来
り
、
坐
禅
し
て
話
を
挙
ぐ
る
に
、
驀
然
と
し
て
箇
の
歓
喜
の
処
有
る
、
と
。（
大
正
巻
四
七
｜
八
六
九
ｃ
）

公
案
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
坐
禅
は
形
式
的
に
は
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
意
識
の
集
中
に
効
果
が
あ
る
と

え
ら
れ
よ
う
。
も

し
、
参

に
す
る
な
ら
ば
、
大
慧
派
の
如
如
居
士
に

坐
禅
儀

が
あ
り
、
そ
の
中
に
同
様
の
説
が
見
出

３
せ
る
。

も
ち
ろ
ん
禅
宗
に
お
い
て
坐
禅
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
禅
宗
で
成
立
し
た

坐
禅
儀

は
、
そ
の
意
味
で
は
天
台
か
ら

の
借
り
物
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
長
蘆
宗

に

坐
禅
儀

が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

一
切
の
善
悪
、
都
て
思
量
す
る
こ
と
莫
か
れ
。
念
起
こ
ら
ば
即
ち
覚
す
も
、
之
を
覚
せ
ば
即
ち
失
す
。
久
久
に
縁
を
忘
ぜ
ば
、
自
ら

一
片
と
成
ら
ん
。
此
れ
坐
禅
の
要
術
な
り
。

原
文

一
切
善
悪
、
都
莫
思
量
。
念
起
即
覚
、
覚
之
即
失
。
久
久
忘
縁
、
自
成
一
片
。
此
坐
禅
之
要
術

。

（
鏡
島
元
隆
等

訳
注
禅
苑
清
規

二
八
一
頁
。
曹
洞
宗
宗
務
庁
。
一
九
七
二
年
七
月
一
日
）

こ
こ
に
問
題
が
生
ま
れ
る
。
道
元
の

坐
禅
儀

は
、
そ
の
原
典
に
長
蘆
宗

の

坐
禅
儀

が
参

に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

特
に
修
訂
以
前
の
天
福
本

普
勧
坐
禅
儀

に
は
そ
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。

禅
宗
に
お
け
る
善
と
悪
（
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善
悪
を
思
わ
ず
、
是
非
を
管
す
る
こ
と
莫
か
れ
。
心
意
識
の
運
転
を
停
め
、
念
想
観
の
測
量
を
止
む
べ
し
。
…
…
身
相
既
に
定
ま
れ

ば
、
気
息
も
亦
た
調
う
。
念
起
こ
ら
ば
即
ち
覚
す
も
、
之
を
覚
せ
ば
即
ち
失
す
。
久
久
に
縁
を
忘
ぜ
ば
、
自
ら
一
片
と
成
ら
ん
。
此

れ
坐
禅
の
要
術
な
り
。
謂
ゆ
る
坐
禅
は
則
ち
大
安
楽
の
法
門
な
り
。

原
文

不
思
善
悪
、
莫
管
是
非
。
停
心
意
識
之
運
転
、
止
念
想
観
之
測
量
。
…
…
身
相
既
定
、
気
息
亦
調
。
念
起
即
覚
、
覚
之
即
失
。

久
久
忘
縁
、
自
成
一
片
。
此
坐
禅
之
要
術
也
。
謂
坐
禅
則
大
安
楽
法
門
也

。（
大
久
保
本
｜
三
〜
四
頁
）

と
こ
ろ
が
、
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
の
吉
峰
寺
で
の
示
衆
の

書
を
も
つ

坐
禅
儀

で
は
、
も
は
や
宗

の
説
の
ま
ま
で
は
な
い
。

諸
縁
を
放
捨
し
、
万
事
を
休
息
す
べ
し
。
善
也
不
思
量
な
り
、
悪
也
不
思
量
な
り
。
心
意
識
に
あ
ら
ず
、
念
想
観
に
あ
ら
ず
。
作
仏

を
図
す
る
事
な
か
れ
、
坐
臥
を
脱
落
す
べ
し
。
…
…
か
く
の
ご
と
く
身
心
を
と
と
の
へ
て
、
欠
気
一
息
あ
る
べ
し
。
兀
々
と
坐
定
し

て
思
量
箇
不
思
量
底
な
り
。
不
思
量
底
如
何
思
量
。
こ
れ
非
思
量
な
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
坐
禅
の
法
術
な
り
。
坐
禅
は
習
禅
に
は
あ

ら
ず
、
大
安

の
法
門
な
り
。
不
染
汚
の
修
証
な
り
。（
岩
波
文
庫
本
一
｜
二
二
二
〜
五
頁
）

こ
の
和
文
の

坐
禅
儀

以
降
に
流
布
本

普
勧
坐
禅
儀

の
よ
う
に
修
訂
さ
れ
る
が
、
天
福
本
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
は
な
く
、

非
思
量

の
問
題
が
絡
ん
で
く
る
。

夫
参
禅
者
、
静
室
宜
焉
、
飲
食
節

。
放
捨
諸
縁
、
休
息
万
事
、
不
思
善
悪
、
莫
管
是
非
。
停
心
意
識
之
運
転
、
止
念
想
観
之
測
量
。

莫
図
作
仏
、
豈
拘
坐
臥
乎
。
…
…
鼻
息
微
通
、
身
相
既
調
、
欠
気
一
息
、
左
右
揺
振
。
兀
兀
坐
定
、
思
量
箇
不
思
量
底
。
不
思
量
底

如
何
思
量
。
非
思
量
。
此
乃
坐
禅
之
要
術
也
。
所
謂
、
坐
禅
非
習
禅
也
、
唯
是
安
楽
之
法
門
也
、
究
尽
菩
提
之
修
証
也
。

（
大
久
保
本
｜
一
六
五
頁
）

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
道
元
の
坐
禅
で
い
う
不
思
量
や
非
思
量
は
思

の
停
止
で
は
な
く
、

三
十
七
品
菩
提
分
法

の

非
思

禅
宗
に
お
け
る
善
と
悪
（
石
井
修
道
）
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量
＝

正
思
量

あ
る
い
は

破
蒲
団
（＝

坐
禅
）＝

正
思
惟

な
の
で
あ
る
。

八
正
道
支

ま
た
八
聖
道
と
も
称
ず

。
一
者
正
見
道
支
、
二
者
正
思
惟
道
支
、
三
者
正
語
道
支
、
四
者
正
業
道
支
、
五
者
正
命
道

支
、
六
者
正
精
進
道
支
、
七
者
正
念
道
支
、
八
者
正
定
道
支
。
…
…

正
思
惟
道
支

は
、
作
是
思
惟
時
、
十
方
仏
皆
現
な
り
。
し

か
あ
れ
ば
、
十
方
現
、
諸
仏
現
、
こ
れ
作
是
思
惟
時
な
り
。
作
是
思
惟
時
は
、
自
己
に
あ
ら
ず
、
他
己
を
こ
え
た
り
と
い
へ
ど
も
、

而
今
も
思
惟
是
事
已
、
即
趣
波
羅
奈
な
り
、
思
惟
の
処
在
は
波
羅
奈
な
り
。

古
仏
い
は
く
、

思
量
箇
不
思
量
底
。
不
思
量
底
如
何
思
量
。
非
思
量

。
こ
れ
正
思
量
、
正
思
惟
な
り
。
破
蒲
団
、
こ
れ
正
思
惟
な

り
。（
同
三
｜
二
九
二
〜
四
頁
）

こ
の
よ
う
に
道
元
の
坐
禅
に
お
け
る

不
思
善
悪

は
、
薬
山
惟

の

非
思
量

の
話
と
も
関
連
し
て
、
中
国
禅
か
ら
い
え
ば
、
屈

折
し
た
位
置
づ
け
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
（
Ｂ
）
諸
悪
莫
作
・
衆
善
奉
行
型
の
例
の
問
題
を
簡
単
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉
行
。
自
浄
其
意
、
是
諸
仏
教

の
四
句
は
、

増
一
阿
含
経

巻
一
（
大
正
巻
二
｜
五
五
一
ａ
）、

涅
槃
経

北
本

梵
行
品
巻
一
五
（
大
正
巻
一
二
｜
四
五
一
ｃ
）、

大
智
度
論

巻
一
八
（
大
正
巻
二
五
｜
一
九
二
ｂ
）
な
ど
に
見
え
る
が
、
禅
宗

に
与
え
た
影
響
か
ら
い
え
ば
、
天
台
智

の
①

法
華
玄
義

巻
二
上
と
②

天
台
小
止
観

の
二
文
献
が
大
き
い
と
い
え
る
。

①
又
七
仏
通
戒

云
、
諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉
行
。
自
浄
其
意
、
是
諸
仏
教
。
四
趣
相
性
即
是
諸
悪
。
人
天
相
性
即
是
衆
善
。
自
浄
其

意
、
即
有
析
体
浄
意
是
二
乗
相
性
、
入
仮
浄
意
是
菩
薩
相
性
、
入
中
浄
意
是
仏
界
相
性
云
云
。（
大
正
巻
三
三
｜
六
九
五
ｃ
）

②
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
。
自
浄
其
意
、
是
諸
仏
教
。
夫
泥

真
法
、
入
乃
多
途
、
論
其
急
要
、
不
出
止
観
二
法
。

（
柏
樹
社
版
一
五
頁
）

禅
宗
に
お
け
る
善
と
悪
（
石
井
修
道
）
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こ
の
四
句

は
、
初
期
中
国
禅
宗
史
で
は
、
荷
沢
神
会
の

壇
語

に
見
え
、
し
か
も
、
神
会
の

三
学
等

の
説
と
深
く
関
連
す
る
。

若
求
無
上
菩
提
、
須
信
仏
語
、
依
仏
教
。
仏
道
没
語
。
経
云
、
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
。
自
浄
其
意
、
是
諸
仏
教
。
過
去
一
切
諸
仏

皆
作
如
是
説
。
諸
悪
莫
作
是
戒
、
諸
善
奉
行
是
慧
、
自
浄
其
意
是
定
。
知
識
、
要
須
三
学
等
、
始
名
仏
教
。
何
者
是
三
学
等
。
戒
定

慧
是
。
妄
心
不
起
名
為
戒
。
無
妄
心
名
為
定
。
知
心
無
妄
名
為
慧
。
是
名
三
学
等
。（
胡
適
本
二
二
八
〜
九
頁
）

た
だ
、
興
味
深
い
の
は
、
神
会
の
説
は
、
敦
煌
本

六
祖
壇
経

（
石
井
修
道

同
（
続
）

九
七
〜
八
頁
。

論
集

一
二
号
、
一
九
八
一

年
一
〇
月
）
に
引
く
神
秀
の
説
と
同
一
の
主
張
で
あ
り
、
神
会
が
批
判
し
た
は
ず
の
北
宗
禅
に
す
で
に
そ
の
主
張
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

こ
の
四
句

は
、
禅
宗
史
上
で
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
白
楽
天
と
鳥

道
林
と
の
問
答
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
道
元
の

諸
悪
莫
作

の
巻
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
柳
田
聖
山
氏
の

語
録
の
歴
史

（
六
二
九
〜
三
〇
頁
の
注
五
一
三
参
照
。

東
方
学
報

五
七
冊
、
一
九
八
五
年
三
月
）
で
指
摘

す
る
よ
う
に
、
段
成
式
の

酉
陽
雑
俎
続
集

第
四
に
よ
れ
ば
、
径
山
道
欽
と
劉
晏
と
の
問
答
で
あ
っ
た
と
い
い
、
同
様
の
話
は
、
段
成

式
の
同
書
に
よ
れ
ば
、
竺
法
行
と
耆
域
の
間
に
も
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、

高
僧
伝

巻
九
の

耆
域
伝

（
大
正
巻
五
〇

｜
三
八
八
ａ
〜
ｃ
）
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

た
だ
、
禅
宗
史
で
有
名
に
な
る
の
は
、
先
に
も
言
う
通
り

景
徳
伝
燈
録

巻
四
の
鳥

道
林
章
の
次
の
話
で
あ
る
。

元
和
中
、
白
居
易
出
守
茲
郡
。
因
入
山
礼
謁
。
乃
問
師
曰
、
禅
師
住
処
甚
危
険
。
師
曰
、
太
守
危
険
尤
甚
。
曰
、
弟
子
位
鎮
江
山
、

何
険
之
有
。
師
曰
、
薪
火
相
交
、
識
性
不
停
。
得
非
険
乎
。
又
問
、
如
何
是
仏
法
大
意
。
師
曰
、
諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉
行
。
白
曰
、

三
歳

児
也
解
恁

道
。
師
曰
、
三
歳

児
雖
道
得
、
八
十
老
人
行
不
得
。
白
遂
作
礼
。
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け
る
善
と
悪
（
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（
禅
文
化
本
｜
五
二
〜
三
頁
。

祖
堂
集

巻
三
（
Ⅰ
｜
一
〇
七
）
も
参
照
）

ほ
ぼ
同
文
の
こ
の
話
を
引
用
し
て
、

大
慧
語
録

巻
一
九

法
語

の

示
清
浄
居
士

李
提
挙
献
臣

で
は
、
次
の
よ
う
に
受
け

取
る
べ
き
だ
と
い
う
。

今
欲
省
心
力
、
莫
管
他
三
歳

児
道
得
道
不
得
、
八
十
老
人
行
得
行
不
得
。
但
諸
悪
莫
作
、
便
了
。
此
語
信
也
著
、
不
信
也
著
、
請

思
之
。（
大
正
巻
四
七
｜
八
九
〇
ｂ
。
参
照
、
石
井
修
道

禅
語
録

九
七
〜
八
頁
。
中
央
公
論
社
）

大
慧
の
解
釈
に
特
異
な
も
の
は
見
出
せ
な
い
が
、
道
元
が

諸
悪
莫
作

を
撰
述
し
、
そ
の
中
の
説
は
大
慧
と
比
べ
る
と
大
き
く
異
な

る
。

し
る
べ
し
、

諸
悪
莫
作

と
き
こ
ゆ
る
、
こ
れ
仏
正
法
な
り
。
こ
の

諸
悪
つ
く
る
こ
と
な
か
れ

と
い
ふ
、
凡
夫
の
は
じ
め
て

造
作
し
て
か
く
の
ご
と
く
あ
ら
し
む
る
に
あ
ら
ず
。
菩
提
の
説
と
な
れ
る
を
聞
教
す
る
に
、
し
か
の
ご
と
く
き
こ
ゆ
る
な
り
。
し
か

の
ご
と
く
き
こ
ゆ
る
は
、
無
上
菩
提
の
こ
と
ば
に
て
あ
る
道
著
な
り
。
す
で
に
菩
提
語
な
り
、
ゆ
ゑ
に
語
菩
提
な
り
。
無
上
菩
提
の

説
著
と
な
り
て
聞
著
せ
ら
る
る
に
転
ぜ
ら
れ
て
、

諸
悪
莫
作

と
ね
が
ひ
、

諸
悪
莫
作

と
お
こ
な
ひ
も
て
ゆ
く
。
諸
悪
す
で
に

つ
く
ら
れ
ず
な
り
ゆ
く
と
こ
ろ
に
、
修
行
力
た
ち
ま
ち
に
現
成
す
。
こ
の
現
成
は
、
尽
地
尽
界
、
尽
時
尽
法
を
量
と
し
て
現
成
す
る

な
り
。
そ
の
量
は
、

莫
作

を
量
と
せ
り
。（
同
二
｜
二
三
二
頁
）

そ
の
道
元
の
特
異
性
を

聞
書

を
通
し
て
知
ら
れ
る
内
容
で
紹
介
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

諸
悪
莫
作
の
言
は
、
大
乗
小
乗
共
に
用

之
。
止
悪
修
善
こ
れ
な
り
。
大
乗
の
心
地
に
は
、
悪
と
し
て
と
ど
む
べ
き
な
し
、
善
と
し

て
修
す
べ
き
な
し
と
い
ひ
て
、
悪
見
を
を
こ
す
こ
と
あ
り
。
能
々
可

参
学

。（
化
法
の
）
四
教
の
配
立
に
も
よ
る
べ
し
。
又
こ
の

諸
悪
莫
作
の
詞
に
つ
き
て
も
、
法
文
を
や
が
て
心
得
べ
き
に
あ
ら
ず
、
法
文
道
理
に
つ
き
て
こ
そ
、
此
文
を
ば
心
得
べ
け
れ
。
悪
つ
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く
る
事
な
か
れ
、
善
を
奉
行
す
べ
し
と
、
か
な
ら
ず
よ
む
べ
き
に
あ
ら
ず
。
こ
の
談
の
始
終
は
、
只
だ
莫
作
と
云
は
る
る
な
り
。
莫

作
を
ば
、
つ
く
る
事
な
し
と
よ
む
べ
き
か
。
諸
悪
は
作
業
な
れ
ば
、
つ
く
る
こ
と
な
か
れ
と
、
仏
い
ま
し
め
を
わ
し
ま
す
と
覚
た
り
。

是
も
止
悪
の
為
は
あ
し
か
ら
ね
ど
、
此
義
に
て
は
な
し
。
悪
の
作
業
を
い
ま
し
む
る
に
あ
ら
ず
。
諸
悪
は
莫
作
也
。
諸
悪
と
莫
作
と

二
の
詞
と
は
不

可

心
得
。
し
か
あ
れ
ば
つ
く
る
こ
と
な
し
と
ぞ
よ
む
べ
け
れ
ど
も
、
つ
く
る
事
な
か
れ
と
よ
み
て
、
な
し
と
心
得

が
正
説
に
て
あ
る
べ
き
也
。
な
か
れ
と
い
ま
し
む
る
詞
に
て
、
な
し
と
心
得
ぬ
る
上
は
、
や
が
て
な
か
れ
と
云
也
。

（

曹
洞
宗
全
書

注
解
一

六
五
九
〜
六
〇
頁
参
照
）

こ
の
道
元
の
説
を
道
元
教
団
で
誤
解
し
た
門
下
が
義
絶
さ
れ
た
事
件
が
、

御
遺
言
記
録

（
一
二
五
五
年
の
条
）（
春
秋
社
本
七
｜
一
九

三
頁
）
に
示
さ

４
れ
る
。
そ
の
件
は
今
回
割
愛
し
た
（
Ｃ
）
の
問
題
と
関
連
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
言
及
す
る
余
裕
は
な
い
。

以
上
、
道
元
を
禅
宗
の
範
囲
で
話
題
と
し
て
き
た
が
、
そ
の
こ
と
に
ま
ず
大
い
に
問
題
が
あ
っ
て
、
道
元
を
禅
宗
内
に
収
め
る
こ
と
自

体
が
無
理
で
あ
る
こ
と
も

慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ

５
ろ
う
。

注１

石
井
修
道

道
元
の
日
本
達
磨
宗
批
判

（

道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究

所
収
、
大
蔵
出
版
、
一
九
九
一
年
八
月
）
及
び

正
法
寺
文
書

よ
り
み
た
日
本
達
磨
宗
の
性
格
｜
特
に

興
禅
護
国
論

の
日
本
達
磨
宗
批
判
と
関
連
し
て
｜

（

仏
教
学

第
三
五
号
、
一
九
九
三
年
一

二
月
）
参
照
。

２

石
井
修
道

坐
禅
箴

（

駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報

第
八
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）
参
照
。

３

坐
禅
儀

（

金
沢
文
庫
資
料
全
書

仏
典
第
一
巻
禅
籍
篇

所
収
、
一
九
七
四
年
三
月
）
一
五
八
、
一
六
〇
頁
参
照
。

４

石
井
修
道

道
元
の

見
性

批
判
（
再
論
）
（

仏
教
学

第
三
八
号
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）
参
照
。

５

石
井
修
道

道
元
の
霊
性
批
判

鈴
木
大
拙
の
霊
性
と
関
連
し
て

（
前
掲
の

道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究

所
収
）
参
照
。
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